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ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら

２
月
で
２
年
が
過
ぎ
た
。
首
都
キ
ー
ウ
の

短
期
陥
落
を
狙
っ
た
ロ
シ
ア
の
初
期
攻
撃

は
失
敗
に
終
わ
り
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
昨
年
、

大
規
模
な
反
転
攻
勢
に
出
た
が
、
ロ
シ
ア

の
広
範
囲
に
わ
た
る
地
雷
な
ど
に
阻
ま
れ

戦
況
は
膠
着
状
態
に
あ
る
。
長
期
戦
に
転

じ
た
ロ
シ
ア
は
、
北
朝
鮮
や
イ
ラ
ン
か
ら

砲
弾
や
ミ
サ
イ
ル
供
与
を
受
け
、
戦
車
な

ど
の
生
産
も
立
て
直
す
。
一
方
で
、
欧
米

の
「
支
援
疲
れ
」
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
兵
器

不
足
を
直
撃
。
要
塞
と
し
て
死
守
し
て
い

た
東
部
ド
ネ
ツ
ク
州
・
ア
ブ
デ
ー
フ
カ

を
ロ
シ
ア
に
制
圧
さ
れ
る
な
ど
守
勢
が
続

き
、
戦
い
の
終
わ
り
は
見
通
せ
な
い
。

　
出
口
な
き
戦
い

　
「
私
た
ち
は
独
立
の
た
め
に
戦
い
、
そ

し
て
勝
利
す
る
」
―
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ

レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
、
首
都
キ
ー
ウ
近

郊
で
開
か
れ
た
式
典
で
国
民
に
向
け
団
結

を
呼
び
か
け
た
。
し
か
し
、
勝
利
を
た
ぐ

り
寄
せ
る
の
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。

　

２
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
総
司
令
官
に
就

任
し
た
オ
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
シ
ル
ス
キ
ー

氏
は
ド
イ
ツ
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
に
「
ロ
シ

ア
軍
が
全
て
の
前
線
で
進
軍
し
て
い
る
」

と
認
め
、「
私
た
ち
は
攻
勢
か
ら
防
衛
に

転
じ
た
」
と
も
話
し
た
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

力
を
か
け
る
よ
う
、
力
を
尽
く
す
」
こ
と

を
誓
っ
た
。

　
今
こ
こ
に
あ
る
危
機

　

米
国
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
予
算
が
通

ら
な
い
理
由
の
１
つ
に
、
11
月
に
本
選
を

迎
え
る
大
統
領
選
の
影
響
が
あ
る
。
共
和

党
の
予
備
選
で
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン

プ
前
大
統
領
が
、
15
の
州
と
地
域
の
予
備

選
、
党
員
集
会
が
集
中
す
る
３
月
５
日
の

「
ス
ー
パ
ー
チ
ュ
ー
ズ
デ
ー
」
で
圧
勝
。

ニ
ッ
キ
ー
・
ヘ
イ
リ
ー
元
国
連
大
使
が
選

挙
戦
か
ら
の
撤
退
を
表
明
し
、
ト
ラ
ン
プ

氏
の
共
和
党
指
名
獲
得
が
確
実
と
な
っ

た
。
民
主
党
は
現
職
の
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ

ン
大
統
領
の
指
名
が
確
実
視
さ
れ
て
お

り
、
前
回
の
大
統
領
選
と
同
じ
顔
ぶ
れ
で

の
戦
い
に
な
り
そ
う
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
既
に
米
議
会
に
影
響
力

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
同
氏
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

支
援
に
消
極
的
で
、
再
選
さ
れ
れ
ば
支
援

を
や
め
る
可
能
性
も
あ
る
。
現
段
階
で
も

ロ
シ
ア
に
よ
る

　
　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
２
年

Ⅰ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

泉　

洋
海

独立のために戦い、そして勝利する

氏
は
、
ロ
シ
ア
軍
の
占
領
を
拡
大
さ
せ
な

い
よ
う
防
衛
強
化
を
指
示
し
て
い
る
。

　

加
え
て
兵
士
と
武
器
の
不
足
か
ら
ウ
ク

ラ
イ
ナ
は
守
勢
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
要
因
の
１
つ
は
、
米
国
で
約
６
０
０
億

ド
ル
（
約
９
兆
円
）
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

を
含
む
緊
急
予
算
案
可
決
の
見
通
し
が

立
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
。

　

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
、
キ
ー
ウ
を

訪
れ
た
米
上
院
民
主
党
ト
ッ
プ
の
シ
ュ
ー

マ
ー
院
内
総
務
ら
に
「
米
国
の
支
援
が
な

け
れ
ば
戦
争
に
負
け
て
し
ま
う
」と
訴
え
、

さ
ら
な
る
支
援
を
呼
び
か
け
た
。
米
国
で

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
援
の
た
め
の
予
算
が

枯
渇
。
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
は
、
速
や
か

な
予
算
成
立
を
求
め
て
い
る
。
米
議
会
で

は
、
上
院
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
含
む
予

算
案
を
可
決
し
た
が
、
野
党
共
和
党
が
多

数
を
占
め
る
下
院
で
は
、
審
議
が
止
ま
っ

て
い
る
。
シ
ュ
ー
マ
ー
氏
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
に
消
極
的
な
共
和
党
の
ジ
ョ
ン
ソ

ン
下
院
議
長
に
対
し
「
正
し
い
行
動
へ
圧
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ト
ラ
ン
プ
氏
に
忖
度
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

支
援
を
含
む
予
算
案
の
承
認
に
反
対
す
る

共
和
党
議
員
が
増
え
て
い
る
。

　

双
日
総
合
研
究
所
の
吉
崎
達
彦
チ
ー
フ

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
、
日
経
新
聞
の
取
材

に
「
も
し
ト
ラ
（
も
し
ト
ラ
ン
プ
前
大
統

領
が
11
月
の
米
大
統
領
選
に
勝
っ
た
ら
）」

と
い
う
シ
ナ
リ
オ
へ
の
懸
念
が
議
論
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
今
こ
こ
に
あ
る
危

機
だ
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
継
続
に
は
米
欧

の
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。
ド
イ
ツ
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
に
よ
る
と
、
米
国
の
軍
事

支
援
表
明
額
は
４
２
２
億
ユ
ー
ロ
（
約

６
兆
９
０
０
０
億
円
）
と
支
援
国
の
中
で

群
を
抜
い
て
い
る
。
今
後
の
戦
況
も
米
国

次
第
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
内
憂
外
患

　

こ
れ
ま
で
、
戦
死
者
数
を
明
ら
か
に
し

て
い
な
か
っ
た
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領

は
、
２
年
間
の
戦
闘
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
兵
の

戦
死
者
が
３
万
１
０
０
０
人
に
な
っ
た
と

発
表
し
た
。
た
だ
、
同
国
兵
士
の
戦
死
者

に
つ
い
て
は
、
米
メ
デ
ィ
ア
が
昨
年
、
米

政
府
高
官
の
見
立
て
と
し
て
約
７
万
人
が

戦
死
し
た
と
報
道
し
た
。
一
方
、
ロ
シ
ア

軍
の
戦
死
者
に
つ
い
て
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏

少数の反対者も許さない独裁体制の中、
粛々と再選される

は
「
約
18
万
人
が
死
亡
」
と
主
張
し
た
。

　

戦
い
の
長
期
化
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は

従
軍
期
間
が
長
い
兵
士
家
族
の
不
満
も
高

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
政
府
は
戦
争

初
期
か
ら
従
軍
す
る
な
ど
徴
兵
期
間
が
長

く
な
っ
た
人
の
動
員
を
解
除
す
る
法
改
正

案
を
議
会
に
提
出
す
る
な
ど
、
国
民
の
不

満
を
和
ら
げ
よ
う
と
腐
心
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
は
２
月
、
確

執
が
高
ま
っ
て
い
た
軍
ト
ッ
プ
の
ワ
レ

リ
ー
・
ザ
ル
ジ
ニ
ー
軍
総
司
令
官
を
解
任

し
、
後
任
に
シ
ル
ス
キ
ー
陸
軍
司
令
官
を

任
命
し
た
。
作
戦
遂
行
に
あ
た
り
50
万
人

近
い
兵
士
の
動
員
を
求
め
る
ザ
ル
ジ
ニ
ー

氏
に
対
し
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏
は
「
現
実

的
で
は
な
い
」
と
反
対
す
る
な
ど
意
見
の

相
違
が
あ
っ
た
。
反
転
攻
勢
が
失
敗
に
終

わ
り
、
戦
況
が
停
滞
す
る
中
で
、
誰
か
が

責
任
を
取
り
、
指
揮
命
令
系
統
や
戦
略
の

見
直
し
が
必
要
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
ザ
ル
ジ
ニ
ー
氏
は
ロ
シ
ア
軍
に

よ
る
侵
攻
当
初
か
ら
指
揮
を
執
っ
て
お

り
、軍
内
部
の
信
望
が
厚
い
だ
け
で
な
く
、

国
民
の
人
気
も
高
い
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
の

６
割
を
上
回
る
９
割
の
支
持
率
を
誇
る
。

　

一
方
、
後
任
の
シ
ル
ス
キ
ー
氏
は
ゼ
レ

ン
ス
キ
ー
大
統
領
の
前
線
視
察
に
同
行
す

る
な
ど
忠
誠
心
は
厚
い
と
さ
れ
る
。た
だ
、

旧
ソ
連
型
の
教
育
を

受
け
て
お
り
、
ザ
ル

ジ
ニ
ー
氏
が
進
め
て

き
た
ド
ロ
ー
ン
や
Ａ

Ｉ
を
駆
使
し
た
新
し

い
戦
争
を
効
果
的
に

展
開
で
き
る
の
か
疑

問
も
残
る
な
ど
今
後

の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
欧
米
支
援
の
ほ

こ
ろ
び
と
と
も
に
国

内
に
も
懸
案
を
抱
え

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
戦
争

ン
氏
が
再
選
さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
。

　

日
本
は
、
欧
米
と
と
も
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
関
心
を
持
ち
、
支
援
を
し
続
け
る

必
要
が
あ
る
。
米
欧
日
が
関
心
を
失
い
、

支
援
の
手
を
緩
め
る
と
同
時
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
は
敗
北
し
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
力
に
よ
る

侵
略
と
領
土
拡
大
を
世
界
が
認
め
る
こ
と

に
な
る
か
ら
だ
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
一
国
の

問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
外
交
専
門
家
は

「
ロ
シ
ア
が
勝
て
ば
中
国
が
ほ
く
そ
笑
む
」

と
説
く
。

　

ア
ジ
ア
で
軍
事
力
を
拡
大
す
る
中
国
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
に
も
、
私
た
ち

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
へ
の
関
心
を
失
わ
ず

に
い
た
い
。

３
年
目
に
入
る
。

　
関
心
持
ち
続
け
る

　

ロ
シ
ア
は
３
月
半
ば
に
大
統
領
選
を
迎

え
る
が
、
世
論
調
査
の
支
持
率
は
プ
ー
チ

ン
大
統
領
が
75
パ
ー
セ
ン
ト
と
圧
倒
的
な

強
さ
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
反
対

す
る
ナ
デ
ジ
デ
ィ
ン
元
下
院
議
員
は
立
候

補
を
却
下
さ
れ
る
な
ど
そ
も
そ
も
、
対
抗

馬
と
な
り
得
る
人
は
、
選
挙
に
出
る
こ
と

も
許
さ
れ
な
い
状
況
と
い
う
。
反
政
府
活

動
家
ア
レ
ク
セ
イ
・
ナ
ワ
リ
ヌ
イ
氏
が
獄

中
で
死
亡
し
、
追
悼
集
会
の
参
加
者
が
拘

束
さ
れ
て
い
る
が
、
少
数
の
反
対
者
も
許

さ
な
い
独
裁
体
制
の
中
、
粛
々
と
プ
ー
チ


